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回答者
番号

その他記述

※ 質量分析討論会、日本プロテオーム学会、HUPO

※ 日本薬学会

※ 日本ウイルス学会

質問4. 所属する学会について ＜複数回答可＞ （その他）



2

回答者
番号

テーマが偏っている記述

 記述なし

質問5-2. シンポジウムについて ＜複数回答可＞ （テーマが偏っている）



3

回答者
番号

その他記述

 記述なし

質問5-6. シンポジウムについて ＜複数回答可＞ （その他）



4

回答者
番号

その他記述

 記述なし

質問6. ワークショップについて ＜複数回答可＞ （その他）



5

回答者
番号

その他記述

※ ディスカッサーにより議論の形式が異なった。開始場所もまちまちであり、結局たまたま居合わせたポスターを聞く事に
なった。発表時間も発表者により異なった。 ディスカッサーにより討論が活性化し、ポスター発表者同士の交流も生まれ
たのはよかった。

質問7. ポスターディスカッサー制について ＜複数回答可＞ （その他）



6

回答者
番号

その他記述

※ 同時間帯のセッションは、なるべく分野の異なるセッションにして頂けると幸いです。

質問8. 一般演題全般について ＜複数回答可＞ （その他）



7

回答者
番号

その他記述

※ 英語による講演は参加者が最低限の英語能力を有することが討論のためには必要と思うが、現状はそうでは無い。英語
にこだわった結果、かえって理解を妨げているように感じる。

質問9. 年会会期中の各日のタイムテーブルについて（※） ＜複数回答可＞ （その他）



8

回答者
番号

その他記述

※ 夜の時間帯のフォーラム企画は全体的に良かったと思う。研究の発表だけでなく、全体的な、パネルディスカッションの時
間があったのが良かった。このような「議論の場」があるのは、複数人で自由に議論でき、とても有意義であると思う。

質問10. 年会の特別企画について、良かったと思うものにチェックしてください ＜複数回答可＞ （その他）



9

回答者
番号

要望・その他記述

※ 展示ブースを区画分けできないか。試薬関連、測定機器関連、バイオリソース、研究支援、など。

質問11. 企業展示会・バイオテクノロジーセミナーについて ＜複数回答可＞ （要望・その他）



10

回答者
番号

その他記述

 記述なし

質問12. ITシステム（WEBシステム・アプリ）についてお聞きします ＜複数回答可＞ （その他）



11

回答者
番号

その他記述

 記述なし

質問13.  ITシステム（WEBシステムまたはアプリ）・年会プログラム集（冊子版）・ポケット判プログラム（会場
受付等に置いていたミニサイズの折り畳んだ紙製のもの）の使用状況について ＜複数回答可＞ （その他）



12

回答者
番号

その他記述

※ 特に、異種格闘技戦は良かったが、もう少し発表時間を短縮して、議論に時間を割いた方が、より面白くなったのではない
か。

質問14. 本年会の開催形式（単独開催・他学会協賛形式による連携※）について ＜複数回答可＞ （その他）



13

回答者
番号

協賛形式の連携が可能な学会記述

 記述なし

質問15-3. 今後の年会の開催形式についてお聞きします ＜複数回答可＞ （協賛形式の連携が可能な学会）
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回答者
番号

合同開催が可能な学会記述

 記述なし

質問15-6. 今後の年会の開催形式についてお聞きします ＜複数回答可＞ （合同開催が可能な学会）



15

回答者
番号

その他記述

※ 隔年くらいで合同開催があるとよいと思うが、ConBio2017は合同相手が多すぎて、特色が分散してしまった感があった。合
同相手は１つか2つまでとした方が、相手の特色を理解しやすいと思う。

質問15-8. 今後の年会の開催形式についてお聞きします ＜複数回答可＞ （その他）



16

回答者
番号

意見記述

※ 海外からの発表者・参加者が増える中、会場内アナウンスが日本語だけなのはいかがなものかと思う。英語のアナウンス
も同時に行ってはどうか。そこまで大変ではないはず。

※ オーラル発表の同じ時間帯に似た内容のプログラムが重なって、選ぶのに困った。毎年のことではあるが、今年は特に気
になった。

質問16. その他、年会全般についてのご意見があればお書きください


